
要望

県指定の本殿は江戸中期の建造。傷みが進んだため県教委の補助
を得て1994年から２年間で解体修理を行った。本殿を囲む塀が老朽
化しており、補強をしたい。

特になし。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後の予定

要望

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容

件重文：

重文：

件

1

1

件

棟

件

棟

件

棟
国宝：

件

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

元氏子総代の浦嶋正幸氏、氏子総代の馬場伸直氏と屋敷谷光芳氏

日

神波多神社

年2018 3 月 27 記入者 中辻安以子

所在地

調査対象先

電話番号山辺郡山添村中峰山（ちゅうむざん）

中辻

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

小倉 久門 鈴木

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

1995年の解体修理の際に火気感知器を本殿、拝殿、社務所などに計
20個ほど設置。付近住民へは拡声器に連動させて伝達する。消火
栓、火災報知機も設置している。

今後の予定 特になし。

要望 特になし。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



集積盤 【調査票記入者（中辻安以子）の感想】

奈良東部の山間部に位置し、我々が訪れた時にすれ
違う車も人もほとんどなかった。小規模ながら趣ある
佇まいのこの神社は実直な地元の方々によって守ら
れている。今後、高齢化が進めばどのようになるのか
が懸念される。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

③今後

本殿裏面に暴れ牛を松にくくって鎮めたと伝わる絵 拡声器

調査対象先 神波多神社

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

県指定の本殿。江戸中期建造の五間社流造り 本殿を囲む塀が老朽化。内側から棒で支えている

今後の予定、
要望

山間地にあり、近くではイノシシなどが出没している。塀などで囲いを
しており被害は出ていないが、注意していきたい。


